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研究の手法について述べている。第 1 章「18 世紀における Bildung」では、




（Sturm und Drang）」における教養小説（Bildungsroman）の中で、Bildung 概
                                                         














の Bildung」では、18 世紀以降の Bildung 概念が、当時の国際政治的な文脈
と不可分なものであり、イギリスやフランスに対するドイツの後進性にお
いて、ドイツに固有の「文化」を強調する政治的意図が含意されていたこと

















尚さの重要性を示唆し続けた。第 8 章「第二次大戦後の Bildung：再接続と
懐疑論的な変容」では、しかし、そのような内面の調和に根ざした Bildung














Horlacher の研究が、ドイツの伝統的な Bildung 概念研究の歴史において
いかにして位置づけられるのかをみるために、本節ではまず、Bildung 概念
研究の動向の素描を試みる。 
 ドイツにおいて長い歴史をもつ Bildung 概念史研究自体は、しばしば日本
にも紹介がなされ、また研究が行われてきた(3)。ごく一般的に理解されてい





 2. 元来 Bildung は、「神の似姿」としての人間の形成を意味する概念であ
り、敬虔主義に代表される神秘主義の宗教思想のコンテクストの中の概念
であったこと。 






伝統的に上記のように理解されてきた Bildung 概念は、19 世紀以降もド
イツ語圏における教育学的思考の中核的カテゴリーであり続けた。その代


















4. 非ドイツ語圏の伝統下における Bildung概念研究の展開 
上記のようなドイツ語圏の潮流とは対照的に、伝統的な Bildung 概念史研
究の伝統を継承しているのは、近年における非ドイツ語圏の伝統下におけ
る Bildung 研究の動向であろう（Løvlie, Mortensen & Nordenbo. (eds.) 2003、 
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その独自性の一端がある(4)。たとえば Lovlie, Mortensen & Nordenbo. (eds.) 
2003 に収録されている各論は、必ずしも統一された問題設定のもとに議論
が行われているわけではないが、ポストモダンと呼ばれる今日の社会の諸
動向に鑑みて Bildung 概念の再構成を試みたものである。Siljander, Pauli, 
Kivelä, Ari, Sutinen, Ari (eds.)2012 は、北米のプラグマティズムや超越主義の
伝統との交錯のもと、Bildung 概念がいかに変容を被り、新たな理論に結束











































かし少なくとも、Horlacher の Bildung 概念史に対する「比較文化史」的アプ
ローチが、豊穣な射程を含むものであることは示すことはできたと信じる。

















(4) 上記のような現代の非ドイツ語圏における Bildung 概念研究の動向は、分析哲
学と大陸哲学との境界が揺らいでいる現代哲学の動向とパラレルなものである
とされる（Siljander, Kivelä & Suitinen 2012:1）。 
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